
令和４年度マイスター・ハイスクール事業
中間成果発表会

熊本県立八代工業高等学校
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【指定校】
八代工業高等学校

【管理機関】
熊本県教育委員会
（一社）熊本県情報サービス産業協会
熊本県商工労働部産業振興局産業支援課

【協力企業一覧】

優れた人材や技術の「×（融合）」を追究し、ＤＸ時代の夢をつなぐ創造的エンジニアの育成

～くまもとからはじまる産業人材育成エコシステム～
指定校：熊本県立八代工業高等学校 管理機関：熊本県教育委員会・熊本県情報サービス産業協会・熊本県商工労働部産業振興局産業支援課

クロス



管理機関の実施体制とその役割
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●事務局的機能
●指定校への支援
・デジタル化対応産業設備導入（Ｒ３）
・経済団体・大学等との連携協定
●企業実習等支援
（キャリアプランニングスーパーバイザー）

●産業施策に係る業務
●県内企業への協力要請

●ＣＥＯや産業実務家教員の派遣
●企業実習・企業視察等の受入先
提供

熊本県
教育委員会
高校教育課

一般社団法人
熊本県情報
サービス
産業協会

熊本県
商工労働部
産業振興局
産業支援課

管理機関の実施体制とその役割

一体化



〇管理機関としての今後の取り組み

産業界と一体となった
地域産業界を支える革新的職業人材の育成に向けて

・持続可能な人材育成システムの確立
・指定校モデルの成果の検証・分析
・「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた教育課程のあり方の検討
・他工業系高校（専門高校全体）への展開
・学校の教育活動への支援
・関係機関と連携した文部科学省、経済産業省への協力要請
・産業実務家教員提供企業の拡大を図るため、参画メリットを周知
・育成人材の地元活躍につなげるため、生徒の県内企業への理解促進



マイスター・ハイスクールビジョンの中間成果報告
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① MHS教育システム作り

⑤ 県内へのモデル展開

⑥ 令和６年度以降の
事業のあり方検討・準備

次STEPモデル

④ 主体性育成の追及

③ カリキュラム刷新検討

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度以降令和２年度

・ビジョン骨子検討

・実施組織作り

マイスター・ハイスクールの計画と中間成果

② MHS教育システム改善

八代工業高等学校でモデル
→ 県内展開
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マイスター・ハイスクールビジョンの骨子検討と実施する組織作り

熊本県教育委員会

八代工業高等学校

熊本県商工労働部

熊本県情報サービス
産業協会

熊本県産業教育審議会
R2最終答申

熊本県への施策提言

熊本県産業成長ビジョン

産業人材育成の
方針

2030年へ向けた
産業のあり方。
組織・分野間を
融合（クロス）
する創造的エン
ジニア

DXの普及推進と
人材育成の提言

マイスター・ハイスクールビジョン産業・行政・教育の目標の融合
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マイスター・ハイスクールビジョンを実現する組織作り

熊本県産業教育審議会
R2最終答申

熊本県への施策提言
（毎年実施）

熊本県産業成長ビジョン

運営委員会 （産業、行政、大学、金融、教育）

組織の長、
委員会、
推進組織の委
員等を中心と
した運営組織

事業推進委員会（産業、行政、大学、金融、教育）

各組織の
答申・ビジョン・提言

●熊本県立八代工業高校校長（指定校）
●熊本県教育長（学校設置者）
●一般社団法人熊本県情報サービス産業協会長（産業界）
●熊本県商工労働部長（地方自治体）
●熊本県産業政策名誉顧問 村山 伸樹（産業政策）
●肥後銀行頭取 笠原 慶久（地方創生）
●一般社団法人熊本県工業連合会長 田中 稔彦（産業界）
●熊本大学理事・副学長宇佐川 毅（産学連携）
●熊本大学教育学部准教授高崎文子（評価検証）
●武蔵野美術大学造形構想学部教授若杉浩一（STEAM）

●マイスター・ハイスクールCEO、産業実務家教員
●熊本県立八代工業高等学校長、研究主査・副主査、学科主任等
●一般社団法人熊本県情報サービス協会事務局長
●熊本県教育庁県立学校教育局高校教育課長
●熊本県商工労働部産業振興局産業支援課長
●肥後銀行地域振興部長 田邉 元
●一般社団法人熊本県工業連合会事務局長 冨永 好三
●一般社団法人八代圏域雇用促進センター事務局長 田原 実
●熊本大学工学部長 連川 貞弘
●崇城大学情報学部長 坂井 栄治
●熊本高等専門学校長 髙松 洋
●熊本県立技術短期大学校長 尾原 祐三
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運営委員会

【運営委員以外の参加者】
指定校：校長、CEO、教頭、主幹、研究主査、
教務主任、全学科主任（他運営スタッフ）

【各管理機関関係者】

会議は、すべて県内の専門高等学校へ
オンライン配信

マイスター・ハイスクールビジョンを実現する組織作り

マイスター・ハイスクールビジョン、各組織や行政、産業界、大学がどのような役割
を果たせるか、持続化へ向けた検討、各年度の計画の方向付けなどを議論。

運営委員会による視察

●熊本県立八代工業高校校長（指定校）
●熊本県教育長（学校設置者）
●一般社団法人熊本県情報サービス産業協会長（産業界）
●熊本県商工労働部長（地方自治体）
●熊本県産業政策名誉顧問 村山 伸樹（産業政策）
●肥後銀行頭取 笠原 慶久（地方創生）
●一般社団法人熊本県工業連合会長 田中 稔彦（産業界）
●熊本大学理事・副学長宇佐川 毅（産学連携）
●熊本大学教育学部准教授高崎文子（評価検証）
●武蔵野美術大学造形構想学部教授若杉浩一（STEAM）

運営委員



●マイスター・ハイスクールCEO、産業実務家教員
●熊本県立八代工業高等学校長、研究主査・副主査、学科主任等
●一般社団法人熊本県情報サービス協会事務局長
●熊本県教育庁県立学校教育局高校教育課長
●熊本県商工労働部産業振興局産業支援課長
●肥後銀行地域振興部長 田邉 元
●一般社団法人熊本県工業連合会事務局長 冨永 好三
●一般社団法人八代圏域雇用促進センター事務局長 田原 実
●熊本大学工学部長 連川 貞弘
●崇城大学情報学部長 坂井 栄治
●熊本高等専門学校長 髙松 洋
●熊本県立技術短期大学校長 尾原 祐三
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事業推進委員会

【参加者】
事業推進委員
委員長：マイスター・ハイスクールCEO
産業実務家教員

【指定校】
校長、教頭、主幹、研究主査、教務主任、全学科主任
その他運営スタッフ

【管理機関関係者】

会議は、すべて県内の専門高等学校へ
オンライン配信

マイスター・ハイスクールビジョンを実現する組織作り

事業の具体的な計画、実施状況のチェック、具体的な
連携策など事業推進の実務的な議論を行う。

事業推進委員
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校内運営委員会

原則 月２回開催
校長、CEO、教頭、主幹、研究主査、教務主任、
進路指導主事、全学科主任、教育庁高校教育課
※テーマに応じて産業実務家教員

事業テーマの掘り下げや計画立案、運営委員会・事業推進委
員会の意見の事業への反映方法などを議論

出席者
【指定校】CEO、教頭、主幹、研究主査、

教務主任、全学科主任
【管理機関】教育委員会（高校教育課）

熊本県商工労働部（産業支援課）

【事業関係者で他校へ異動された教職員】
【伴走者（ソフィア）】

毎週月曜日 １６時半～１７時半

マイスター・ハイスクールビジョンを実現する組織作り

関係機関オンライン定例会



･産業界
･高等教育機関
（大学、高専、専門学校）

令和４年度マイスター・ハイスクール事業

優れた人材や技術の「 X（融合）」を追究し、ＤＸ時代の夢をつなぐ創造的エンジニアの育成

管理機関名（熊本県教育委員会・熊本県情報サービス産業協会・熊本県）熊本県立八代工業高等学校

実施体制

○事務局的機能
○指定校への支援

○CEOや産業実務家教員の派遣
○企業実習・企業視察等の受入先提供

○産業施策に係る業務
○県内企業へ協力要請

熊本県教育委員会
高校教育課

熊本県情報サービス
産業協会

熊本県商工労働部
産業振興局産業支援課

管理機関３者の実施体制や役割

クロス

情産協
会長

商工労
働部長

教育長

肥銀
頭取

工連
会長

熊本大
副学長

武蔵野
美大
教授

県産業政策顧問

指定校
校長

(地方自治体)

(学校設置者)

(産業界)

(工高生
就職先)

(産学連携) (評価検証)

熊本大
准教授

(地方創生)

＜意思決定機関＞
ﾏｲｽﾀｰ･ﾊｲｽｸｰﾙ運営委員会

情産協
事務局長

高校教
育課長

肥銀地域
振興部長

八代雇用
促進ｾﾝﾀｰ
事務局次長

熊本高
専校長

CEO

指定校
校長

工連事
務局長

産業支
援課長

熊本大
工学部長

崇城大
情報学部長

県技大
校長

主幹教
諭

産業実務家教員

主幹教諭

進路指導主事

主任事務長

(学校全体の統括)

(統括補佐) (統括補佐)(経理)

(事業主査)

(キャリア教育) (事業実務代表)

CEO校長
(統括)

教頭

(教育課程)

産業実務家教員

教務主任 各工業科主任

＜指定校内機関＞
ﾏｲｽﾀｰ･ﾊｲｽｸｰﾙ校内運営委員会

情報技術科主任

指定校における
進捗状況の管理
指導･助言等

改善

検証･評価
指導･助言

取組の検証
成果と課題の整理
新教育課程の編成等

企業実習 最先端授業 産業講話 高大連携

連携・協働

管理機関

知識･技術の習得

指導･助言

＜事業推進機関＞
ﾏｲｽﾀｰ･ﾊｲｽｸｰﾙ事業推進委員会

実施体制

12

対話による
「産学官」
産業人材育成
システム作り
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マイスター・ハイスクールビジョンの目標 産業界と連携した教育改革

主体的行動力、
課題解決能力、
創造性を育む教育

地域の企業が
必要とする素養を
踏まえた実務教育

最新のデジタル技術へ
の対応力、

学習能力を育成

専門高校生の地域での
活躍機会を広げる

地域産業・地域社会へ
の関心と

貢献の意欲を高める

産業実務家授業、出前授業
企業実習、産学官連携

デジタル社会・これからの社会で
活躍できる生徒の育成

企業・学校の相互理解、長期的視点での協力、
若い人材を成長させ、活かす企業へ

知る、理解することによって、
その一員として地域社会での

活躍意欲を育成

教育者が産業・企業を理解し、
教育を刷新

目標とする教育を「追及し続けるモデル」



産業界の積極的な取り組みを促す （例）

・短期・長期のメリットを具体化、見える化
社員教育（創造的思考、デザイン思考
最新デジタル機器に触れる）

企業課題を題材としたPBL
専門高校連携から地元大学連携へ
企業が必要とする人材を若年時から育成
ブライト企業等と並ぶ企業評価制度

・地域循環の理解、地域人材を
ともに育てる風土、使命感、貢献感の醸成

産業成長ビジョン

地域企業のデジタル社会対応
・人材不足 ・ノウハウ不足

地域企業のイノベーション
・創造的思考、デザイン思考を
どう根付かせる？

・柔軟な発想による事業の変革
・新技術の経験・習得

社会課題への多様な取り組みの試行
Try & Learn

社会課題

専門高校生
年6000人卒業

地域経済の維持・成長

教育における地域経済循環
（県民・家族の教育投資が県内へ循環）

産業界

大学・
高等専門学校

専門（工業、
商業、農業
等）高等学校

15

行政・自治体

県内の生産年齢人口(2012-2040)
約10700人減少/年

目指す人材育成と成長産業化のエコシステム（循環型地方創生）

「長期的に持続するモデル作り」
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マイスター・ハイスクールビジョンを実現する組織作りとその拡大

管理機関（産業界）

ｃ
ｖ

ｃ
ｖ

【会長】
⇒運営委員会

【事務局長】
⇒事業推進委員会

【産業実務家教員】
⇒会員企業5社 13名
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マイスター・ハイスクールビジョンを実現する組織作りとその拡大

産業実務家教員
○当初は、熊本県情報サービス産業協会の中核企業（理事・施策提言委員等を中心）より
産業実務家教員を派遣
○２年目よりシナジーシステムが参加

令和３年度
授業・実習時間３５５時間

令和４年度
授業・実習時間４２７時間

（会議等含む）
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マイスター・ハイスクールビジョンを実現する組織作りとその拡大

運営委員会、事業推進委員会、企業実習 （産業界）

【会長】
⇒運営委員会

【事務局長】
⇒事業推進委員会

【企業実習】
⇒会員企業15社参加
／協力企業23社中
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出前授業・産業講話 MHS事業の関係者から打診、企業実習打診先・実施企業

企業名 ご所属 お名前 実施年度

熊本県 商工労働部 産業振興局 企業立地課のみなさま R3,R4

崇城大学 総合教育センター 教授 川副 智行 様 R3

神田工業株式会社 代表取締役社長 高島 一郎様 熊本事業部のみなさま R3,R4

株式会社ワイズ・リーディング 専務取締役 永木 賢士様 AIソリューショングループのみなさま R3

旭国際テクネイオン株式会社 機器事業本部 工場長 久保津 正典様 機器事業本部のみなさま R3,R4

三井化学㈱ 市原工場 総務部、生産・技術本部エンジニアリングセンター
柚ヶ浦センター 研究開発企画管理部

R3,R4

熊本大学 大学院先端科学研究部 准教授 杉本 学 様 R3,R4

武蔵野美術大学 専任教授 若杉 浩一様 R4

肥後銀行 理事地域振興部長 田邉 元様 R4

GMO-Z.com RUNSYSTEM 副社長兼CTO Nguyen Tan Minh 様 R4

Tech-x,  Lakshyata CEO Tech-x 島崎 勇一様、 CEO LAKSHYATA Sundeep Bhupathiraju 様 R4

株式会社SYSKEN （パケット車実演・体験等） R4

九州電力株式会社 （電力について） R4

株式会社電盛社 システムエンジニアリング部 部長 江尻 様 R4

マイスター・ハイスクールビジョンを実現する組織作りとその拡大
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企業実習への協力確保

候補検討
絞り込み県高校教育課キャリアプラン

ニングスーパーバイザー

県商工労働部産業支援局

県工業連合会

関係者・団体個別人脈
（学科、就職先、他）

再検討

●事業主旨
●インターンシップの意図
●インターンシップの進め方
（事前・事後等）

【訪問メンバ】
ＣＥＯ
教頭
進路指導主事
学科主任
キャリアプランニングスーパー
バイザー
➡複数者で個々の会社を手分けライン作業が

中心で…

準備に時間が…
技術情報漏洩

防止の観点から…

事業主旨、計画を説明する資料を作成、企業へ説明

マイスター・ハイスクールビジョンを実現する組織作りとその拡大



達成目標と評価
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企業実習
産業実務家

授業
出前授業 産業講話

生徒へ提供するカリキュラムセット
教師の変容効果

評価アンケート
と分析

どれがどのくらい
効果があったか？

カリキュラムと
教え方の修正

○個々の授業等の取り組みによる効果をきれ
いに分離すること（どれが何にどの程度効い
たか）は出来ない。
○このため、評価・アンケートの分析は教え
る側が考え、考えた上で生徒と接し、対話す
る上での参考にする。

達成目標と評価 評価の役割

卒業生への追跡評価を追加（卒業時に生徒の了承）
22

PDCAサイクル



評価・アンケート、委員会

第１回評価・アンケート

達成目標と評価、マネジメント

23

１学期 ２学期 ３学期

第２回評価・アンケート 第３回評価・アンケート

運営委員会

年度の方針や事業の
エコシステム議論

事業推進
委員会

年度の計画について議論

事業推進
委員会

実施状況について議論

事業推進
委員会

R6年度以降へ向けた持続化について議論

運営委員会

持続化へ向けたエコ
システム構築議論

実施計画・実行・評価分析・報告

報告
提案 反映

PDCAサイクル
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評価・アンケートの改善の取り組み 継続的改善例

ルーブリックと指導方法改善 （課題解決能力の育成）
① ルーブリックの改良 生徒と教師の目標理解を一致させるための表現の工夫
② ルーブリックを生徒・教師の共通目標とする授業・実習の改善

ルーブリックの表現を生徒にわかりやすく
するための校内検討を実施し、新しい表現
で第１回アンケートを実施

イラストを用いた補足を
一部作成

（残項目を生徒に作成さ
せることを検討）



評価・アンケートの改善の取り組み 継続的改善例

生徒による
ルーブリック項目の

説明資料作成とナレーション録音
（普通科の先生による指導で実施中）

25



ルーブリック（課題解決能力）と主体性 職員研修

自己調整学習について学び、
授業で実践

R4年度は、校内研修会を
4回実施

「評価・アンケートの取り組み」

26



全校で取り組むマイスター・ハイスクール（職員研修）

27

マイスター・ハイスクールビジョンの
人材育成

工業
（専門学科）

普通教科

R3年度 ・マイスター・ハイスクールビジョン、熊本県産業成長ビジョン
（CEO、教員委員会、県商工労働部）

・評価の有効活用について （熊本大学 教育学部）
R4年度 ・マイスター・ハイスクールを通した教育刷新の目的、ルーブリックの活用 (CEO）

・学習に取り組む動機の育成 （熊本大学 教育学部）
・主体的に学ぶ態度を支援する （熊本大学 教育学部）
・動機付けと評価について考える（R５.２予定）（熊本大学 教育学部）

全職員で取り組む



（２年生）第1回と第3回 MHS企業実習者と2年生平均の比較

企業実習前であるので、希望した生徒・選抜された
生徒の結果がやや高いことを示している。

2年生全体が向上しているが、MHS企業実
習者は向上の大きさも大きい。

分析例
（抜粋）

28



３年生自己評価アンケート 相関係数 「最新のデジタル技術の新たな知識・技術の習得に積極的に取り組む意欲が高まった」と他の設問の相関係数

（0.2～0.4 やや相関、04～0.7 かなり相関　マイナスの場合は負の相関）

設　問

3年生 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

最新のデジタル技術の新たな知識・技術が身に
ついた -0.197 0.521 0.467 0.220 0.395 0.470 -0.158 0.167 0.691 0.237 0.336 0.428 0.197 0.126 0.181 0.155 0.359 0.476

最新のデジタル技術を有効に活用する力が身
についた 0.128 0.547 0.586 0.371 0.477 0.564 -0.220 0.105 0.658 0.138 0.247 0.560 0.306 0.507 0.090 0.204 0.375 0.553

課題に対して解決方法を自分で考え、周囲と協
力してそれを解決しいく力が身についた 0.263 0.127 0.237 0.368 0.399 0.530 -0.241 -0.104 0.788 0.145 0.235 0.385 0.077 0.448 0.120 0.198 0.255 0.422

効率的に仕事をしたり、新しいものや価値を生み出
すためには、デジタル技術の活用は効果があると思
う

0.296 0.587 0.439 0.376 0.449 0.330 -0.325 -0.050 0.580 0.342 0.205 0.510 0.517 0.345 0.152 0.349 0.354 0.437

先端技術を追求しいうとする姿勢 0.280 0.287 0.238 0.341 0.133 0.461 0.000 -0.086 0.394 0.288 0.332 0.344 0.602 0.205 0.452 0.155 0.359 0.403

工業の各分野を横断的に捉える力 0.171 0.539 0.327 0.220 0.361 0.323 -0.174 -0.185 0.567 0.315 0.254 0.541 0.302 0.259 0.583 0.155 0.359 0.307

２年生 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

最新のデジタル技術の新たな知識・技術が身に
ついた 0.105 0.520 0.409 0.411 0.375 0.618 0.166 0.304 0.254 0.277 0.372 0.302 0.395 0.338 0.188 0.330 0.380 0.431

最新のデジタル技術を有効に活用する力が身
についた -0.059 0.364 0.417 0.186 0.520 0.078 0.370 0.385 0.163 0.430 0.472 0.528 0.280 0.294 0.221 0.403 0.437

課題に対して解決方法を自分で考え、周囲と協
力してそれを解決しいく力が身についた -0.131 -0.205 -0.134 0.358 0.371 0.509 0.328 0.456 0.205 0.153 0.243 0.341 0.658 0.121 0.102 0.331 0.283 0.314

効率的に仕事をしたり、新しいものや価値を生み出
すためには、デジタル技術の活用は効果があると思
う

0.406 0.773 0.304 0.550 0.711 0.652 0.628 0.510 0.533 0.285 0.712 0.558 0.598 0.421 0.274 0.519 0.632 0.550

先端技術を追求しいうとする姿勢 0.229 0.038 0.481 0.477 0.467 0.559 0.269 0.420 0.363 0.488 0.320 0.418 0.215 0.196 0.544 0.330 0.380 0.454

工業の各分野を横断的に捉える力 -0.169 -0.059 0.328 0.373 0.448 0.434 0.108 0.199 0.148 0.378 0.252 0.508 0.168 0.237 0.246 0.330 0.380 0.286

１年生 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

最新のデジタル技術の新たな知識・技術が身に
ついた -0.182 0.439 0.296 0.006 0.097 0.045 0.354 0.377 0.354 0.171 0.445 0.253 -0.045 0.322 0.126 0.061 0.336 0.206

最新のデジタル技術を有効に活用する力が身
についた -0.131 0.296 0.367 -0.087 0.154 0.332 0.200 0.058 0.000 0.292 0.404 0.272 -0.228 0.531 0.075 0.003 0.318 0.225

課題に対して解決方法を自分で考え、周囲と協
力してそれを解決しいく力が身についた -0.071 0.395 0.525 0.112 0.134 -0.091 -0.000 0.374 0.418 0.169 0.512 0.225 0.206 0.497 0.483 0.165 0.355 0.288

効率的に仕事をしたり、新しいものや価値を生み出
すためには、デジタル技術の活用は効果があると思
う

0.058 0.271 0.153 0.333 0.377 0.176 0.535 0.784 0.433 0.117 0.369 0.437 0.087 0.232 0.408 0.257 0.417 0.365

先端技術を追求しいうとする姿勢 0.386 0.462 0.035 0.233 0.032 0.245 0.294 0.591 0.292 0.353 0.212 0.094 -0.051 0.364 0.173 0.061 0.336 0.191

工業の各分野を横断的に捉える力 0.112 0.276 -0.081 0.173 0.231 0.231 0.211 0.288 0.789 0.354 0.278 0.481 -0.321 0.361 0.080 0.061 0.336 0.119

学年インテリア科 機械科 工業化学科 電気科 情報技術科

「デジタル技術の習得に積極的に取り組む意欲が高まった」と他項目の相関係数分析例（抜粋）
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（３年生）「最新のデジタル技術の知識・技術の習得に向けて積極的に取り組みたい」という項目と
デジタルに関する他の項目の相関係数の推移

「最新のデジタル技術の知識・技術の習得に向けて、積極的に取り組みたい」と他項目の相関

（0.2～0.4 やや相関、04～0.7 かなり相関　マイナスの場合は負の相関）

設　問 インテリア科 機械科 工業化学科 電気科

1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目 1回目 2回目

最新のデジタル技術に関する知識・技術がある -0.197 0.521 0.220 0.395 -0.158 0.167 0.237 0.336 0.197 0.126 0.155 0.359

最新のデジタル技術を目的に応じて活用するこ
とができる

0.128 0.547 0.371 0.477 -0.220 0.105 0.138 0.247 0.306 0.507 0.204 0.375

最新のデジタル技術の知識・技術の習得に向
けて、積極的に取り組みたい

課題に対して解決方法を自分で考え、周囲と協
力してそれを解決しいく力が身についている

0.263 0.127 0.368 0.399 -0.241 -0.104 0.145 0.235 0.077 0.448 0.198 0.255

効率的に仕事をしたり、新しいものや価値を生み出
すためには、デジタル技術の活用は効果があると思
う

0.296 0.587 0.376 0.449 -0.325 -0.050 0.342 0.205 0.517 0.345 0.349 0.354

先端技術を追求しいうとする姿勢 0.280 0.287 0.341 0.133 0.000 -0.086 0.288 0.332 0.602 0.205 0.155 0.359

工業の各分野を横断的に捉える力 0.171 0.539 0.220 0.361 -0.174 -0.185 0.315 0.254 0.302 0.259 0.155 0.359

３年生

情報技術科 学年

「効率的に仕事をしたり、新しいものや価値を生み出すためには、デジタル技術の活用は効果があると思う」は、
具体的に活用を知り、理解し、可能性に気づいたか？を反映するはずで、それがデジタルを学ぶ意欲にうまくつ
ながっているかを評価することは参考になる。

「意欲」は
やや相関で

「知識・技術」の
習得に

つながっている。

30

「デジタル技術の習得についての積極性」 他の項目との相関

回答はリッカート尺度であるので、間隔尺度として扱った

分析例（抜粋）



県内企業についての知識と県内就職の意欲

「県内及び地元の企業に就職したい」と他項目の相関係数

（0.2～0.4 やや相関、04～0.7 かなり相関　マイナスの場合は負の相関）

24 20 21 32 34 45 15 18 22 37 34 40 23 27 26 131 133 154

72.7% 60.6% 63.6% 47.1% 50.0% 66.2% 46.9% 56.3% 68.8% 52.9% 48.6% 57.1% 63.9% 75.0% 72.2% 54.8% 55.6% 64.4%

3年生 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

県内及び地元の企業について、事業内
容や業務内容について知っている 0.466 0.301 0.428 0.350 0.576 0.527 0.487 0.578 0.788 0.214 0.550 0.574 0.633 0.302 0.676 0.374 0.517 0.573

熊本県の創造的復興と経済発展のため
に貢献したい 0.624 0.651 0.507 0.345 0.680 0.651 0.543 0.529 0.864 0.318 0.623 0.740 0.622 0.657 0.634 0.448 0.639 0.665

本県産業界への貢献意識 0.376 0.120 0.357 -0.052 0.326 0.537 -0.064 0.246 0.260 0.189 0.397 0.698 0.184 0.413 0.821 0.048 0.316 0.465

最新のデジタル技術の知識・技術の習
得に向けて、積極的に取り組みたい -0.195 -0.014 0.249 0.143 0.178 0.434 0.107 0.493 0.300 0.171 0.052 0.258 0.221 0.203 0.257 0.126 0.170 0.305

２年生 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

県内及び地元の企業について、事業内
容や業務内容について知っている 0.071 0.598 0.695 0.118 0.494 0.685 0.184 0.295 0.509 0.123 0.333 0.567 0.634 0.502 0.703 0.176 0.455 0.630

熊本県の創造的復興と経済発展のため
に貢献したい 0.405 0.595 0.578 0.454 0.536 0.723 0.272 0.321 0.400 0.181 0.441 0.490 0.418 0.566 0.750 0.336 0.499 0.598

本県産業界への貢献意識 -0.268 0.401 0.224 0.292 0.441 0.600 0.211 -0.188 0.256 0.167 0.176 0.486 0.463 0.407 0.612 0.218 0.306 0.078

最新のデジタル技術の知識・技術の習
得に向けて、積極的に取り組みたい 0.342 0.302 0.545 0.190 0.336 0.278 0.327 0.081 0.182 -0.207 0.101 0.358 0.128 -0.156 -0.167 0.113 0.178 0.241

１年生 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

県内及び地元の企業について、事業内
容や業務内容について知っている 0.124 0.234 0.516 0.191 0.242 -0.203 0.000 0.477 0.518 -0.102 0.411 0.472 0.090 0.518 0.228 0.074 0.349 0.268

熊本県の創造的復興と経済発展のため
に貢献したい 0.240 0.579 0.359 0.337 0.382 0.354 0.420 0.603 0.286 -0.057 0.386 0.486 0.330 0.508 0.517 0.217 0.439 0.431

本県産業界への貢献意識 0.102 0.289 0.443 0.075 0.242 0.124 -0.134 0.354 -0.018 0.017 0.114 0.201 -0.173 0.560 0.239 0.061 0.267 0.025

最新のデジタル技術の知識・技術の習
得に向けて、積極的に取り組みたい -0.181 0.578 0.360 -0.030 0.232 0.137 0.539 0.221 0.259 -0.153 0.304 0.436 0.217 0.445 0.374 -0.058 0.315 0.308

学年

進学率 32.5%
県内就職率 73.1%

進学率 7.7%
県内就職率 43.5%

進学率 21.1%
県内就職率 42.3%

進学率 17.6%
県内就職率 53.4%

進学率 31.3%
県内就職率 64.0%

進学率 19.6%
県内就職率 52.5%

電気科 情報技術科

県内に就職したい（「ある程度」以上）　数

県内に就職したい（「ある程度」以上）　率

インテリア科 機械科 工業化学科

3年生の進学・就職

分析例（抜粋）
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県内就職率の推移
R2年度卒業生 ５１．５％
R3年度卒業生 ５２．８％

R4年度卒業予定者 志望状況 約５８％
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熊本県内へのモデルの展開

広報活動

地元テレビ局： 事業主旨に賛同いただき、
３か年事業の進展を継続取材をしていただいている。

TV・新聞・八代市タウン誌・PTA等で情報発信 学校ホームページ、学校インスタグラムで
情報発信

【令和３年度】
放送５回

【令和４年度】
放送１回済み
次回取材計画済み



海外オンライン授業の共有
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県内高校への展開

熊本県内へのモデルの展開

産業実務家授業への
他校教師の参加

○教師向けの
事前勉強会、
実際の授業へ
他校教師も参加

○指導方法の学び
を共有
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県内高校への展開

熊本県内へのモデルの展開

情報系学科を持つ工業高等学校（４校）による
カリキュラム検討会開始

産業界と学校によるカリキュラム検討会

継続的な産業界、学校間の連携体制作りの基盤

各校 校長、教務主任、学科主任が参加

各校のカリキュラム、課題研究等を
共有し、マイスター・ハイスクール
協力企業とともに、これからの
カリキュラムのあり方を検討
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これからの活動

県内他校への展開

八代地域
（地元）
との

連携強化

● マイスター・ハイスクールの教育改善
● カリキュラム刷新
● 主体性の追及

産業界との連携を
広域へ拡大

学校間の連携

●ビジョンとプラン
●ステークフォルダと
の対話

モデルの整理
（取組を他校で利用しやすいように整理する）
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八代地域（地元）との連携

八代市

学科単位では
八代市と複数連携済み

八代市の商工団体 やつしろ
未来創造塾

八代市幹部
との対話

八代工業高等学校
マイスター・ハイスクール

●マイスター・ハイスクール型
企業実習

●地元企業・団体による
出前授業

●地元企業・団体等との
課題研究

●地元企業・団体等への
生徒の発表

市の取組テーマ
とマイスター・
ハイスクールの
協調について
意識合わせ

県内企業と確立したモデルの

地域展開



２年目（令和４年度）の具体的な取組み

37



業務項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

マイスター・ハイスクール運営
委員会・事業推進委員会

運営
委員会

推進
委員会

推進
委員会

推進
委員会

運営
委員会

オンライン定例会（教育委員会、
CEO、学校、他） １回/週

マイスター・ハイスクール校内
運営委員会

２回/月

産業実務家教員による授業 ２３日

出前授業 ７日

評価アンケート（生徒・職員） 第１回 第２回 第３回

産業講話 第１回 第２回 第３回

企業視察（１年生） 企業視察

企業実習（２年生） 第１回 第２回

研究成果中間発表会
文科省
７日

成果報告
１６日

教育課程刷新、校内研修、県内
展開等検討と活動

第１回
検討会

第２回
検討会

「令和４年度の年間計画」
【令和４年度 追加・改善】

約４３０時間



令和３年度 最新のデジタル技術に触れる

○デジタル機器活用によるコミュニケー
ション能力
○課題発見力・課題解決の意欲
○工業に関する知識･技術への関心

令和４年度 課題解決へ向けて

○デジタル機器活用に関する専門的な知識・技術
○課題解決へ導く力
○主体的行動力・協働力

令和５年度 創造的思考力の育成

○新たな学びを見いだす力
○コトづくりにつながる価値創造力
○発想力・デザイン力

インテリア科

機械科

工業化学科

電気科

情報技術科

産業実務家教員
及び教師による
ＴＴ授業・実習
４２７時間

(令和４年計画、
カリキュラム会議

時間を含む)

企業・大学による
学科毎専門的
出前授業

企業の設備を
活用した専門的

企業実習

生徒の視野拡大と
目標像を育成する

産業講話

高大連携
による学び

デ
ジ
タ
ル
産
業
設
備
の
活
用

ＢＩＭ、ＮＣルータ等を活用したインテリア分野の課題解
決能力を育成

工業用ロボットを活用した機械分野の課題解決能力
を育成、機械科でのＩＴ融合教育への取り組み

先進企業、大学の化学分野でのデジタル技術の活用
を学び、化学分野の課題解決能力育成に取り組む

電気設備工事のＰＭと光ケーブル融着、ＬＡＮケー
ブル作成と評価実習を通じて課題解決能力を育成

システム開発のプロジェクト型実習やＡＩ、ＡＲ・
ＶＲ等を学び、システム分野の課題解決能力を育成

優れた人材や技術の「 Ｘ（融合）」を追究し、ＤＸ時代の夢をつなぐ創造的エンジニアの育成

令和４年度目標
専門学科でのデジタル活用能力をさらに向上させ、
主体的行動力・協働力により「課題解決へ導く力」を育成する。

令和４年度 実施事項

「３カ年の中で生徒育成目標」
クロス



「令和４年度 産業実務家教員の授業等」教師によるＴＴ授業・実習、学科毎の専門的出前授業

【１年生】
工業情報数理
工業技術基礎

【２・３年生】
実 習

【３年生】
課題研究

教科書の内容を最新化、産業実務家教員
の経験・知識・実務を反映させた授業

ＩｏＴ実例・ネットワークの基礎実習・
オンラインツール実習等
各科毎の専門性を反映した最新ＩＴ技術

各学科の課題研究へ参加

対応科目 授業・実習内容

教育課程に沿いつつ、最新の企業、社会の技術・
考え方を反映した授業・実習を実施

教育課程表



「令和４年度 産業実務家教員の授業等」教師によるＴＴ授業・実習、学科毎の専門的出前授業

＊学科毎に可能限り各社の専門性も考慮しつつ、産業実務家企業を固定。「生徒とのコミュニケーション」

令和３年度 授業・実習時間 ３５５時間
令和４年度 授業・実習時間 ４２７時間（授業計画・準備、カリキュラム会議含む）

出前授業

（九州電力・神田工業・
旭国際ﾃｸﾈｲｵﾝ・SYSKEN・
三井化学・熊本大学・海
外企業等）



月 火 水 木 金

１限目
専門
教科

２限目 工業
情報
数理３限目

４限目

工業
技術
基礎

５限目

６限目

月 火 水 木 金

１限目
専門
教科

２限目

課題
研究

３限目

４限目

５限目
専門
教科

６限目

「令和４年度 産業実務家教員の授業等」教師によるＴＴ授業・実習、学科毎の専門的出前授業

１年生は「最新のデジタル技術に触れる」をテーマに、全学科を対象に科目「工業情報数理」及び「工業技
術基礎」において産業実務家教員による授業を実施する。
全学科１年生の毎週水曜日と情報技術科３年の毎週火曜日を本校独自の「マイスターの日」と設定。

時間割（全科１年生） 時間割（情報技術科３年）

マ
イ
ス
タ
ー
の
日

マ
イ
ス
タ
ー
の
日



産業実務家教員及び教師による授業・実習
企業・大学による学科毎専門的出前授業



「令和４年度 産業実務家教員の授業等」教師によるＴＴ授業・実習、学科毎の専門的出前授業

令和３年度の
改善・改良・進化・追求

学科への段階的移行

指導についての勉強会による
指導方法改善

（産業実務家教員にも声をかける）

産業実務家教員・学科による
Team-Teaching

(次ページ以降概要）

出前授業は今後も検討追加

（企業実習企業による出前授業を相談）



学年 科目 内容 時間数 産業実務家企業

１年 工業情報数理 産業社会と情報技術、情報技術の活用 ８時間 科職員移行

１年 工業技術基礎 ＩｏＴ・ネットワーク ３時間 科職員移行

２年 製 図 ＢＩＭ（操作・作図） １６時間 構造計画研究所

３年 実 習 ＢＩＭ（操作・作図） ２４時間 構造計画研究所

学年 科目 内容 時間数 協力企業等

１年 出前授業 非接触操作パネル ２時間 神田工業

２年 出前授業 海外オンライン授業（インド） １時間 Tech-X・Lakshyata

【令和４年度 追加・改善】

・工業情報数理と工業技術基礎は科で担当する。（時間確保）
・単に操作を教えるのではなく、「なぜＢＩＭなのか」、「なぜそ
のような機能が必要か」から指導していただく授業内容に変更。

・中小企業への普及はこれからであり、ＣＡＤ室の全ＰＣへＢＩＭソ
フトをインストールし、２年間かけて全生徒が就職先でも活用でき
るように教育する。

・事業終了後に教師だけ指導できるように教師のノウハウも育成する。
（ＢＩＭ）

「令和４年度 産業実務家教員の授業計画」 インテリア科（４０時間＋３時間）



（ＩｏＴ・ネットワーク） （ＡＩによる家具デザイン）（ＢＩＭ）

（プラトーについて） （つまようじタワー製作）

【生徒感想】
・ＢＩＭでつくった設計図を見たときは驚きました。建物の内部の細かな部分まで表現されていて、
どうやって設計してるのだと思い、私もこのような設計をしてみたいと思いました。

「令和４年度 産業実務家教員の授業計画」 インテリア科（４０時間＋３時間）

（未来設計図）
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学年組 科目 内容 時間数 産業実務家企業

１年Ａ組 工業情報数理 産業社会と情報技術、情報技術の活用 ８時間 熊本計算ｾﾝﾀｰ

１年Ｂ組 工業情報数理 産業社会と情報技術、情報技術の活用 ８時間 熊本計算ｾﾝﾀｰ

１年Ａ組 工業技術基礎 ＩｏＴ・ネットワーク ３時間 九州ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

１年Ｂ組 工業技術基礎 ＩｏＴ・ネットワーク ３時間 九州ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

職員 勉強会 職員向けロボット勉強会 ３時間 ｼﾅｼﾞｰｼｽﾃﾑ

１年Ａ組 工業技術基礎 ロボットプログラミング ９時間 ｼﾅｼﾞｰｼｽﾃﾑ

１年Ｂ組 工業技術基礎 ロボットプログラミング ９時間 ｼﾅｼﾞｰｼｽﾃﾑ

２年Ａ組 企業実習 ロボットセミナー＋体験会 ４時間 ｼﾅｼﾞｰｼｽﾃﾑ

２年Ｂ組 企業実習 ロボットセミナー＋体験会 ４時間 ｼﾅｼﾞｰｼｽﾃﾑ

３年 課題研究 課題解決への取り組み ９時間 熊本計算ｾﾝﾀｰ

１年生 ロボットプログラミング

２年生 ロボット企業実習

３年生 ロボット技術による課題
解決の取組（課題研究）

産業用
ロボッ
トセミ
ナー＋
体験会

「令和４年度 産業実務家教員の授業計画」 機械科（７０時間＋１１時間）
【令和４年度 追加・改善】

ロボット
アイデア
甲子園
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学年 科目 内容 時間数 協力企業等

１年 出前授業 非接触操作パネル ４時間 神田工業

２年 出前授業 ＡＲ溶接・ＶＲ塗装 ６時間 旭国際ﾃｸﾈｲｵﾝ

２年 出前授業 海外オンライン授業（インド） １時間 Tech-X・Lakshyata

（ＡＲ溶接） （ＶＲ塗装）（非接触操作パネル）

【生徒感想】
・ＡＲ体験とＶＲ体験を通して、新しい知識や技術に触れたいという向上心と興味を強く持って生活
していこうと思いました。
・ＡＲを活用した訓練があることを知り、社会人として、新入社員として、少し安心しました。

「令和４年度 産業実務家教員の授業計画」 機械科（７０時間＋１１時間）
【令和４年度 追加・改善】



学年 科目 内容 時間数 産業実務家企業

１年 工業情報数理 産業社会と情報技術、情報技術の活用 ８時間 九州ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

１年 工業技術基礎 ＩｏＴ・ネットワーク ３時間 九州ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

２年 実 習 フォローアップ実習（Ｐｙｔｈｏｎ） ３時間 九州ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

３年 実 習 ＩｏＴ・ネットワーク（応用） ３時間 九州ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

３年 課題研究 課題解決への取り組み ９時間 九州ﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

学年 科目 内容 時間数 協力企業等

２年 出前授業 コンピュータによる化学実験・実習 ３時間 熊本大学

２年 出前授業 三井化学におけるＤＸ事例等 ３時間 三井化学

・工業技術数理と工業技術基礎「ＩｏＴ・ネットワーク」は企業なら
ではのテーマで実施する。

・昨年度同様、熊本大学の杉本先生に「コンピュータによる化学実験
と実習」の出前授業をしていただく予定である。

・出前授業では生徒のＰｙｔｈｏｎを用いた実習時間が不足する部分
を九州デジタルソリューションズ様にフォローアップ実習をしてい
ただく。 （分解プロセスシミュレーター）

「令和４年度 産業実務家教員の授業計画」 工業化学科（２６時間＋６時間）
【令和４年度 追加・改善】
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（ＩｏＴ・ネットワーク） （Ｐｙｔｈｏｎを使って分子モデル作成➡フォローアップ実習）

（三井化学の次世代工場とＤＸ事例）

【生徒感想】
・私は化学はまず実験することからだと思っていました。しかし、今回はコンピュータを使っていて
新しい学びになりました。今日紹介されたソフトも使ってみようと思いました。

「令和４年度 産業実務家教員の授業計画」 工業化学科（２６時間＋６時間）
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学年組 科目 内容 時間数 産業実務家企業

１年Ａ組 工業情報数理 産業社会と情報技術、情報技術の活用 ８時間 西部電設

１年Ｂ組 工業情報数理 産業社会と情報技術、情報技術の活用 ８時間 西部電設

１年Ａ組 工業技術基礎 ＩｏＴ・ネットワーク ３時間 ＣＥＯ

１年Ｂ組 工業技術基礎 ＩｏＴ・ネットワーク ３時間 ＣＥＯ

２年Ａ組 実 習 ＬＡＮケーブル・光ケーブル融着接続等 １２時間 西部電設

２年Ｂ組 実 習 ＬＡＮケーブル・光ケーブル融着接続等 １２時間 西部電設

３年Ａ組 課題研究 ＬＡＮ構築（設計～工程表～工事） １５時間 西部電設

３年Ｂ組 課題研究 ＬＡＮ構築（設計～工程表～工事） １５時間 西部電設

・令和３年度に行った通信技術における具体的な事例の紹介、ＬＡＮ
ケーブル作成の実習から実際にネットワークを構築してみたいとい
う生徒の意欲が生まれた。

・工程表による計画作成、進行のマネジメント、複数班の協力等を試
みる方向で詳細検討中

課題研究
ＬＡＮ構築（設計～工程表作成～構築・敷設工事）

（ＬＡＮ構築）

「令和４年度 産業実務家教員の授業計画」 電気科（７６時間＋１２時間）
【令和４年度 追加・改善】
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学年組 科目 内容 時間数 協力企業等

１年 出前授業 発電について ３時間 九州電力

２年 出前授業 バケット車の実演・体験等 ６時間 ＳＹＳＫＥＮ

３年 出前授業 ＡＲ溶接・ＶＲ塗装 ３時間 旭国際ﾃｸﾈｲｵﾝ

２年 出前授業 調整中 調整中 電盛社

（光ファイバ融着接続） （バケット車体験）

【生徒感想】
・授業は新鮮。電気工事の仕事に就きたいと考えており、実際の仕事をイメージしやすいので、良い
経験になっている。
・クリティカルパスについて学び、どこを短縮した日程にするとよりスムーズに工程が進められるか
を班で意見を出し合いながら考えることができました。

（工程表作成）

「令和４年度 産業実務家教員の授業計画」 電気科（７６時間＋１２時間）
【令和４年度 追加・改善】



学年 科目 内容 時間数 産業実務家企業

１年 工業情報数理 産業社会と情報技術、情報技術の活用 ８時間 科職員

１年 工業技術基礎 ＩｏＴ・ネットワーク（基礎・応用） ６時間 ＫＩＳ

２年 実 習 ＲＰＡ実習（科による事前実習） １２時間 熊本計算ｾﾝﾀｰ

２年 実 習 データベース活用（科による事前実習） １２時間 ＫＩＳ

３年 課題研究 データベース活用（科による事前実習） １２時間 ＫＩＳ

学年 科目 内容 時間数 協力企業等

１年 出前授業 非接触操作パネル ２時間 神田工業

２年 出前授業 海外オンライン授業（インド） １時間 Tech-X・Lakshyata

２・３年 出前授業 海外オンライン授業（ベトナム） １時間 RUNSYSTEM

・工業情報数理（旧情報技術基礎）は、科で担当する。
・ＲＰＡ実習を機械科から情報技術科へ変更する。
・システム開発実習はデータベースを取り入れて指導を改善する。
・学科教師とのコラボレーションを意識し、学科への移転へ取り組む。
・スマートグラスは、学科（課題研究）で取り組む。
・海外からの講話を出前授業として実施する。（他校との連携）

（ＩｏＴネットワーク基礎）

「令和４年度 産業実務家教員の授業計画」 情報技術科（４２時間＋４時間）
【令和４年度 追加・改善】
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【生徒感想】
・ユーザ要件やシステム要件を満たすのはもちろん、項目の目的の色分けやセル幅の工夫などユーザ
が使いやすいようなたくさんの工夫など、大変勉強になりました。
・ＡＩや機械学習など言葉は知っていましたが、言葉でイメージするよりも実践することでＡＩにつ
いての理解が深まりました。今回の授業を通してＡＩを活用することに興味を持ちました。

（科による事前実習➡ＲＰＡ実習）

（ＩｏＴネットワーク応用）

（スクラッチによるＡＩ体験・プログラミング）

「令和４年度 産業実務家教員の授業計画」 情報技術科（４２時間＋４時間）

（科による事前実習➡データベース実習）



１ 日時 令和４年７月７日（木）５限目

２ 講師 株式会社 Tech-X 代表取締役 島崎 勇一 氏
Lakshyata Technologies Sundeep 氏

３ 参加校（クラス）
・本校（インテリア科２年・機械科２年Ａ組・機械科２年Ｂ組・情報技術科２年）
・熊本工業高校（機械科３年）・小川工業高校（情報電子科２年）
・天草工業高校（機械科２年、情報技術科２年）

１ 日時 令和４年７月１２日（火）６限目

２ 講師 ＧＭＯランシステム株式会社 代表取締役社長 Nguyen Tan Minh 氏

３ 参加校（クラス）
・本校（情報技術科２・３年）
・熊本工業高校（情報システム科１・２年、電気科１・２・３年）
・小川工業高校（情報電子科１年）・天草工業高校（情報技術科３年）

「令和４年度 出前授業」海外オンライン出前授業

第１回「デジタル技術で動く車～インドのＩＴエンジニア Sundeep さんの授業～」

第２回「We work for your smile ～ベトナムの起業家 Nguyen Tan Minh さんの授業～」



マイスター・ハイスクール実習評価票（授業・実習・出前授業）

授業終了後

・自己評価
「知識・技能」
「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り組む態度」

・感想及び考察

産業実務家教員および担当職員

・授業の改善
・必要な教育環境（教材）の検討

海外オンライン授業（ベトナム）

海外オンライン授業（インド）

「令和４年度 産業実務家教員の授業等」教師によるＴＴ授業・実習、学科毎の専門的出前授業



企業の設備を活用した専門的企業実習



● 現場で「今考えられていること」など未来時代に向かう
社会の理解と視点を広げる。

● ＦＡやＲＰＡ等の先進的な産業技術・現場に触れる。
● 生徒一人一人がテーマを持ち、主体的に課題に取り組む。

依頼文・概要説明書に落とし込む➡

企業実習のねらい

マイスター・ハイスクールにおける企業実習のねらい

「令和４年度 企業実習」企業の設備を活用した専門的企業実習



既存の八代管内企業実習のマイス
ター・ハイスクール型試行

教育課程における位置づけ検討
運営効率化検討

・実習生徒拡大
・各学科の進路拡大のための企業開拓

「令和４年度 企業実習」企業の設備を活用した専門的企業実習

マイスター・ハイスクールにおける企業実習

令和４年度２回実施

７月実施
（７月２６日～２９日）

２社１０名参加

１１月実施
（１１月１４日～１７日）

２２社１校７２名



①
全
体
指
導

②
グ
ル
ー
プ
面
談

③
オ
ン
ラ
イ
ン
打
合
せ

④
自
己
適
正
理
解

⑤
企
業
実
習
（
7
月
）

⑩
情
報
交
流
会

⑨
企
業
実
習
（

月
）

11

⑥
情
報
交
流
会

⑦
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
会

⑧
オ
ン
ラ
イ
ン
打
合
せ

⑪
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
会

つなげる言語化 考える

共通テーマ：自分の人生の主人公は自分！
共通テーマ 自分と他人の人生の関係は？

個人テーマ

「令和４年度 企業実習」企業の設備を活用した専門的企業実習

企業実習のフロー



 学校で身に付けた力を自分なりに工夫してより良い企業実習にしたい。

 分からないことや疑問に思ったことは、直ぐに質問する。

 積極的な会話と質問、話を聞くだけでなく自分で考える。

 同じ企業に行く人と協力しながら、実習を受ける。

 企業実習を通して、職種理解を深め、働くために必要なスキルを知り、身に付けていきたい。

 周囲の人に気を配り、積極的にコミュニケーションを取る。

 自分にできることを考えながら行動し、足りない部分を見付ける。

 企業実習を通して、私が開発や設計する側に向いているかなどを知っていきたい。

「令和４年度 企業実習」企業の設備を活用した専門的企業実習

個人テーマの設定（７月企業実習）



～全体指導～

１ 日時 令和４年６月１５日（水）
１６：１０～

２ 講師 県教育庁高校教育課
キャリアプランニング
スーパーバイザー 藤原様

～グループ面談～

１ 日時 令和４年６月２１日（火）
１６：１０～

２ 参加生徒 工業化学科２名
機械科２名
電気科２名
情報技術科４名

➡ 各自で作成した自己紹介書を読み、お互いにアドバイスし、より自分の思いの伝わる自己紹介書にアップ
グレードした。

企業実習の事前活動～全体指導・グループ面談～

「令和４年度 企業実習」企業の設備を活用した専門的企業実習



「令和４年度 企業実習」企業の設備を活用した専門的企業実習

企業実習の様子



各自で作成した活動報告書を基に情報交流会の実施。生徒間での
情報交換がより活発になるように県教育庁高校教育課の藤原キャリ
アプランニングスーパーバイザーに支援をいただきました。

➡各自の考えを言語化することで学びを深めることができた。
（オンライン報告会での活用）

➡「対話的で深い学び」を充実させるためにも、教職員のファシ
リテーションスキル（調整する能力）の必要性を感じた。

「令和４年度 企業実習」企業の設備を活用した専門的企業実習

企業実習の事後活動～生徒同士による学びの情報交流～

【活動報告書】



「令和４年度 企業実習」企業の設備を活用した専門的企業実習

企業実習の事後活動～オンライン報告会～（令和３年度）

【２年生感想】
・それぞれの職場の作業内容は実際に作業した人に比べたら劣ると思いますが、詳しい報告を聞いて少しは
それぞれの作業内容がわかったと思います。これからの就職をきめる中で参考になると思います。

【１年生感想】
・それぞれの企業で、学校で行っている実習が生かされていることを知りました。分析や半導体の作成など
を企業の方々と協力して行うことは授業だけでは味わえないことをたくさん学べると思いました。

報告会は１年生と２年生のクラスにオンライン配信（１年生は来年の企業実習、２年生は進路活動に向けて）



「令和４年度 企業実習」企業の設備を活用した専門的企業実習

企業実習の事後活動～オンライン報告会～（令和４年度）

１１月の企業実習に向けて

明日からの行動宣言

１ 日時 令和４年８月８日（月）１０時～

２ 実習企業（参加生徒）
マイスティア（機械科２名、電気科２名、情報技術科２名）
野田市電子 （工業化学科２名、情報技術科２名）



 人手不足の中で以下にコストを抑えながら工場の機械を自動化し、利益を上げるかなど授業では聞け
ない話をなどを聞くことができた。ディスカッションなどを通してコミュニケーションを取りながら
物事の解決策を見付ける難しさや顧客との信頼関係を築いていく大切さを学んだ。

 学校では体験できないことができ、構想設計に一番興味を持つことができ、将来やりたいと思うこと
を見付けることができた。また、どんなことをするにしても、様々な役割の人が関わっていて一つの
仕事が成り立っていることが分かった。

 顧客の要望を正確に捉え、発想力豊かにディスカッションし、意見をまとめることがとても楽しかっ
た。それとともに次回の企業実習に向けて具体的な目標と期待が持てた。

 ４つの事業部を体験・見学し、目標としていた職業理解がとても深まり、仕事に対しての考え方がと
ても変わった。職場や社員の方々の雰囲気などたくさんのことを知り、社会人・仕事をする事につい
て自分と向き合って考えることができた。

 様々な事業部を体験する中で、専門分野以外の色々なところにもつながりがあることを学び、進路に
ついて考える機会にもなりました。技術だけでなく、たくさんの企業やそれによる経済の発展など、
横のつながりを知りました。今回学んだことを自分の中で噛み砕いて１１月の実習ではもっと深く勉
強していきたい。

「令和４年度 企業実習」企業の設備を活用した専門的企業実習

７月企業実習～生徒の感想～



産業講話・研修等



１ 日時 令和４年５月２４日（火）５限目

２ 講師 武蔵野美術大学 教授 若杉 浩一氏

３ 対象 全校生徒

１ 日時 令和４年１０月１３日（木）５・６限目

２ 講師 熊本県庁企業立地課職員

３ 対象 １・２年生

１ 日時 令和５年２月９日（木）実施予定

２ 講師 肥後銀行 理事 地域振興部長 田邉 元氏

３ 対象 １・２年生

第１回「令和４年度の取組に先駆け、生徒の視野の拡大、意欲の引き出し」

第２回「企業実習の事前指導開始前に生徒の地域産業の理解を深める」

「令和４年度 産業講話」生徒の視野拡大と目標像を育成する産業講話

第３回「本年度の取組を踏まえ次年度以降へ向けた生徒への指導・助言」



１ 日時 第１回 令和４年６月１３日（月）１５時３０分～
第２回 令和４年９月１３日（火）
第３回 令和５年２月 ９日（木）

２ 講師 熊本大学 准教授 高崎 文子氏

３ 対象 全職員、参加可能な産業実務家教員

＊動機の理解、メタ認知、学習方略を理解し、現場の取組課題とすり合わせながら考え取り組む。
＊自己調整学習を中心に指導いただき、全職員で取り組む。

１ 日時 令和４年１０月１７日（月）１０時～

２ 内容 「マイスター・ハイスクール事業について」
「授業見学 電気科課題研究（ＬＡＮ構築）」

３ 講師 マイスター・ハイスクールＣＥＯ 富松氏
西部電設株式会社産業実務家教員 岡山氏・坂本氏

＊県内工業高校（電気・電子・情報学科）への展開に向けた勉強会を実施。（９校１４名参加）

校内研修「主体性育成、学習能力向上の勉強会・検討会」（令和４年度は３回実施）

「令和４年度 校内・校外研修」

令和４年度熊本県高等学校教育研究会工業部会第２分科会研修



・優秀な生徒を採用しやすくなり、教える側の社内人材育成にもつながる。

・受け入れ実習を機に自社の課題を整理し、高校との垣根が低くなったという企業もあった。

・各社とも地域貢献に軸足を置きながら、企業にとってのメリットも見つけるという考え方である。

企業側の利点について

学校教員の負担増について

「令和４年度の課題等について」

今後の課題について

・生徒達には、自分達で課題やミッションを見つけ、地域社会にどう役に立つかを考えてもらいたい。
➡主体性・課題解決能力の育成（目標や目的意識を持つ課題の設定等）

・デジタル技術を当たり前に使いこなし、地域をよくする人材が１人でも２人でも生まれることが理想である。
➡技術力・デジタル技術力の育成（生徒へのフォロー等）

・ＩＴやデジタル技術など時代に即応した指導内容に入ってない。企業がどのような仕事をしているか、先生
達も知る機会が少ない。➡工業科教員のスキル向上・マインドチェンジ（関連企業との連携）

・授業自体は産業実務家教員が担当するので、授業自体に大きな負担はない。

・教える内容を刷新するため、先生達も新しいことを学ぶ労力と時間が必要である。

・今回のようなプロジェクトを進めることは学校の通常業務になく、管理する先生や各主任の先生に負担がか
かる。➡業務改革（全職員での取り組み、役割分担の明確化、ＩＣＴ支援員の活用等）



御清聴ありがとうございました


